
平成 23 年度 千石会役員会記録 
 
日 時：平成２３年９月９日（金）１１：００～１３：００ 
場 所：本部棟３０１会議室 
 
出席者：辻顧問、阪本会長、石川副会長、平ノ上副会長、植西総務幹事、竹村会計幹事、

疋田監査幹事、奥平、小谷、楠本、杉本、中島、前田の各協議員 
欠席者：徳永協議員、山畑協議員、尾山顧問（理事） 
陪席者：丸田総務課課長補佐、笹田総務課総務係員 
 
（議 事） 
 
１．正会員の異動について 
     

阪本会長から、会員の異動について、配付資料別紙１、２、３及び４に基づき報告
があった。 

 
平成２３年度予定数    ４４５名（平成２２年度総会報告数 ４１５名） 
新規入会資格者      ５２名 
△物故者             ３名 
△退会者               ２名 
△任意退会者        １７名 （会費連続 3年間未納者） 

 
※ 役員会終了後新規入会資格者名簿に誤りが見つかり、修正の結果、新規入会資格者数が

51名となり、平成 23年度予定数は 444名となった。 
 
２．賛助会員の異動について 

 
阪本会長から、賛助会員の異動について、配付資料別紙５に基づき報告があった。 

 
平成２３年度予定数     ８６名（平成２２年度総会時 ７４名） 
新規入会資格者      ２２名 
△一般会員資格者へ      ８名 
△退職者（他大学等へ異動） ２名 

 
３．平成２２年度「千石会」収支決算について 

 
竹村会計幹事から、前年の役員会翌日（平成２２年１０月９日）から本日までの収

支について、配付資料別紙６に基づき説明があった後、疋田監査幹事から監査結果が
報告され、平成２２年度収支決算が了承された。 
なお、収支決算中、例年と比べ高額となっている印刷、封入、発送代については、

総務課が多忙な状況にあり印刷作業を業者へ委託した結果である旨補足説明があっ
た。 
この点について、辻顧問より総務課に「今後の対応の方向性」について質問があり、

丸田総務課課長補佐より、千石会の予算・業者への委託範囲を十分に勘案し、今後の
対応を検討する旨回答があった。 



 
４．役員の交替について 

 
① 平成２３年１０月で任期満了となる竹村会計幹事、奥平協議員、徳永協議員につ
いて再任願いたい旨の意向が阪本会長から示され、役員の選出法、若返りの必要性、
定年制のあり方等について意見交換がなされた後、３名の再任が決定された。 
なお、本日欠席の徳永協議員には、後日阪本会長より連絡することとした。 

 
② 新規役員候補者として、阪本会長より、図書系経験者を加えたいとの意見があり、
候補者として 尾崎一雄 氏を、また、楠本協議員より、ホームページ管理業務を発
展的に継続していくため、当該業務の精通者を加えたいとの意見があり、 藤井 博 
氏が推薦され、共に了承された。 
なお、協議員については会則第８条第２項の規定により、総会に諮って決定する

こととなる旨説明があった。 
 
５．第３０回「千石会」総会の開催について 
 
(1) 企画委員会報告 

平ノ上企画委員会委員長から創設３０周年記念行事の検討報告として、予算は次
年度繰越金から５０万円を上限とし、大阪大学会館での総会・懇親会の開催、医学
系研究科大和谷教授による記念講演会の開催、総合学術博物館の見学、さらに東日
本大震災に対する義援金を柱とした計画が示された。 
 
(2) 総会の日時・場所について 
 総会の日時・場所については、委員会報告どおり決定した。 

   日 時：平成２３年１１月１１日（金）  
会 場：総 会・講演会：１５時００分  大阪大学会館講堂 

懇親会    ：１７時３０分頃～   〃 アセンブリー・ホール 
又は生協食堂 

               （後日生協と打ち合わせて決定） 
(3) 懇親会費について 

懇親会費を五千円（昨年度四千円）に引き上げる案に対して議論があり、阪本会
長より、懇親会の内容によっては支出が増えることも考えられるので了承願いたい
旨提案があり、承認された。 
 

(4) 式次第と講演謝金について 
総会と講演会の進行順序については、講演会の参加者確保が重要となることから、

総会の後に講演会を開催することが了承された。また、講演謝金は、５万円を上限
として対応することとした。 
 
(5) 義援金について 

東日本大震災等に対する義援金については、被災学生への支援を実施している大
阪大学未来基金に対して「被災学生への教育支援」という目的で寄付することが了
承された。また、寄付金額について審議し３０万円とすることを決定した。 
総会で報告の上、未来基金側に贈呈することとした。 
 



 
(6) 当日の役割分担 

当日の役割について検討し次のとおり分担することした。 
総会の司会・・・・植西総務幹事 
議事進行・・・・・阪本会長 
講演会の進行・・・平ノ上副会長（講師の接待は 徳永協議員） 
懇親会の進行・・・石川副会長 （中締めは 平ノ上副会長）  
乾杯の発声・・・・当日の出席者を見て決める （年長者、遠方参加者など） 
博物館見学対応・・疋田監査幹事、中島協議員 
記録（撮影等）・・ 楠本協議員、総務課、後日指名された者 
会場整理など・・・その他の協議員が分担する 

 
６．その他 
 

次の事項は、十分な検討時間が無く今後の検討課題となった。 
①千石会３０年史（３５年史）の作成に関して 
②任意退会（会費３年間未納）制度の妥当性等 
③今後の千石会運営や会員数確保について 
④千石会会則の再検討 

 


